



Possibility of the education about a tradition and the culture (1)





Faculty of Education for Human Growth
キーワード：人間力，伝統や文化の教育，言語活動の充実，教育課程，教科書教材
Abstract：A purpose of this study is to make clear that the language activity which utilized the 
teaching materials is effective for "the education of a tradition and culture." "The education of a 
tradition and culture" associates with "human potential" deeply. "Human potential" is attractive 
as human beings with a rich experience and culture. A traditional and cultural experience in 
Japan gains a position on the base of "human potential." "Human potential" is enriched by the 
well-developed education of tradition and culture. "The education of tradition and culture" is 
urged by five basic viewpoints; (1) to wrestle in the whole school, (2) to make use of a conventional 
educational practice about tradition and culture, (3) to join learning about tradition and culture 
together, and deepen them, (4) to think about a relation with the real life, (5) to associate 
experiential learning with language activity. 
Keyword：Human potential, Education of a tradition and the culture, Improvement of language, 







































































本法の改正 （平成 18 年），学校教育法の改正 （平成 19








































































































































































































































































































































































































































（１） 教育基本法（平成 18 年 12 月 22 日法律第 120 号）
（２） 学校教育法（平成 19 年６月 27 日法律第 96 号）
（３） 中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善について」（答申，平成 20 年１月 17 日）
（４） 伊﨑一夫，「テキスト全体の構造的理解を促す文学









とを－」，2014. ２，『教育フォーラム 51 言語活
動―『読み』『書く』の力を中心に』，金子書房
（７） 伊﨑一夫，「『人間教育』に資する『これからのあ
るべき国語教室』の成立と展開（１）－『これか
らのあるべき国語教室』を支える三つの要件－」，
2014. ４，「人間教育学会研究紀要創刊号」，奈良
学園大学人間教育学部
・ 和菓子は小さい頃から食べていたが，和菓子に付け
られた名前やそれを作った和菓子職人の存在などを
気にしたことはなかった。知る機会が少なくなって
いるということだろうか。
・ 親が茶道をしているので，その影響もあって私自身
は抹茶も和菓子も大好きだ。私は和の文化になじみ
があるんだと感じた。日本らしさの持つ良さを，もっ
と海外に広げていきたいと思う。
・ 私たちが日本の文化について語ることができないの
は，日本らしさがあまりにも当然のことになってい
て意識していないからだと思う。季節を感じる心，
何代にもわたって受け継がれてきた夢や創意が，「和
の心」「和の力」を生み出している。当たり前を当た
り前とせず，改めて意識したい。
・ 和の文化は世界に誇れるものだと思う。和菓子だけ
ではなく，和室，和服，和食，和紙，和食器など和
のつくものがたくさんある。和という言葉がつかな
くても，日本茶，日本舞踊，柔道や剣道など，日本
らしさのあふれる文化がある。和食が世界遺産に登
録されたというニュースを聞いてもあまりピンとこ
なかったが，それは自分が和食に対して無関心だっ
たからだと気づいた。和菓子を美味しいと思って食
べることはあっても，季節感やその背景にある和の
文化についてまで考えることはなかった。身の回り
にあふれている和の文化について，関心を持つこと
から始めなければと痛感した。
・ 私は今まで日本の伝統文化や日本らしさについて深
く考えたことがなかった。和菓子だけではなく，和
の文化についてもっと深く知りたいと思った。その
ためには外国の伝統文化についても学ぶ必要がある
と思う。
　和の文化について特に強く意識していなかったとい
う大学生の感想は，小学生と共通している。しかし，
大学生には，「身の回りの和の文化は当たり前になりす
ぎている」「和の文化に関心を持つことが大切」「和の
文化について理解を深めるためには外国の文化につい
ても学ぶ必要がある」といった，前述したように，自
分自身の現状認識をふまえた小学生にはない気づきが
含まれている。
（３）国語科の教科書教材の可能性
　たった一つの教材文である。しかし，話題として取
り上げられることによって，伝統や文化についてもっ
